ルネサンスと上海 ―徐光啓から徐家匯へ― by 宮川 慎也
宗教改革に端を発した宗教戦争さなかのフランスにおいて，モンテー
ニュMichel de Montaigne（1533-1592）はその主著『エセー』Essaisの中で，
次のように書いている。
我々は自分たちが大砲や印刷機を発明したことを奇跡だと声高に言っ
ていたが，世界のもう一方の端の中国では，他の人たちが千年も前に
ルネサンスと上海
―徐光啓から徐家匯へ―
La Renaissance et Shanghai : De Xu Guangqi à Zi-Ka-Wei
宮　川　慎　也
要　　　旨
中国を代表する国際都市である上海は，19世紀半ばより急速に拡大発展を遂
げたが，今日その一角を占める徐家匯は当時，カトリック布教の根拠地となり，
フランス人イエズス会士が中心となって布教活動のみならず文化活動も活発に
行われた。徐家匯という地名は明末の大官，徐光啓に由来するが，17世紀初頭，
彼は故郷上海へのキリスト教伝道に尽力し，自然科学を中心とした西洋学問を
中国へ紹介するのにも貢献した。そして，徐光啓が信仰でも学問でも多くの教
えを受けたのは，ルネサンス発祥の地イタリアで生まれ，ローマで高度な教育
を受けた後，16世紀末に中国へのキリスト教布教に先鞭を着けたイエズス会士
マテオ・リッチであった。今日経済，観光といった多様な顔をもつ上海に，ル
ネサンスの影響の下にキリスト教が伝わった経緯をたどる。
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それらを利用していた
 1）
。
ここでモンテーニュは中国をヨーロッパと比較することで，後者の優位
性を相対化し，「謙虚さの教訓」
 2）
としている。中国についてのこうした情
報は，ゴンサーレス・デ・メンドーサ Juan Gonzalez de Mendoza『シナ大
王国誌』Histoire du grand Royaume de la Chineから得られたとされる 3）。
そして，モンテーニュがボルドー郊外の城館でアジアに思いをはせて
いた頃，「世界のもう一方の端」では，マテオ・リッチMatteo Ricci（1552-
1610，中国名：利瑪竇）がキリスト教布教に奮闘していた。このイタリア人
宣教師は，カトリック自体の改革と異教地伝道を目指すイエズス会から
派遣され，当時明王朝の支配していた中国で中心的役割を果たすことに
なる。そもそも中国布教はフランシスコ・ザビエルFrancisco Xavier（1506-
1552）が企てたものだったが，広東上陸を前にして病死している。その志
を継いだリッチは1582年にマカオに到着し，翌年には明の当局から広東の
肇慶に居住を許された。その後，社会の上層からの布教を目指して，苦労
の末，初めて明の首都北京に入るのは，1598年のことになる
 4）
。
リッチの中国における活躍は，平川祐弘『マッテオ・リッチ伝』に詳し
いが，彼の布教活動を支えた中国人の 1人に上海出身の士大夫，徐光啓
Xu Guangqi（1562-1633）がいる。彼について，フランス人宣教師コロンベ
ル Auguste M. Colombel の著した『江南伝教史』Histoire de la mission du 
Kiang-nan―貴重だがあまり知られていない記録―はこう語ってい
る
 5）
。
（…）むしろ神こそが，徐光啓を上海に導いたのだ。キリスト教徒の
共同体を，そこに築くために。彼らは今なお，彼の名の下にそこに身
をよせている
 6）
。
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この引用が示すのは，1607年に徐光啓の父が洗礼後 6か月で亡くなった
後，息子が喪に服すために一度北京を離れて，故郷の上海に戻らなくては
ならなくなったことである。この時，徐光啓はイタリア人イエズス会士
カッターネオ Lazzarro Cattaneo（1560-1640，中国名：郭居静）を助けて，上
海布教に寄与する。
隣国の日本にいても，上海の名を耳にしない日はないくらいだが，それ
は主として株式市場の一つとしてであり，日本人にとってはビジネスの街
というイメージが強いのではなかろうか。今日では中国最大の人口を誇る
この国際都市に，17世紀初頭にキリスト教が伝えられ，中国最多の信者を
抱えるようになり，その背景にはヨーロッパのルネサンスが深く関わって
いる，という点を以下でみていきたい。
Ⅰ．徐家匯とフランス
Ⅰ-a．上海の徐家匯
現在では上海市に組み込まれているが，「徐家匯」と呼ばれる地区があ
る。上海で出版された『歴史上的徐家匯Zikawei in history』によれば，「徐
光啓の子孫たちがここで耕作を行い，その一方で墓守もしたので，この場
所は “徐家匯 Zi-Ka-Wei” と呼ばれた」 7）とある。Zi-Ka-Wei とは，19世紀
の上海語を聞いた宣教師たちが表記したものと思われ，今日の標準中国語
では “Xu Jia Hui” となり，また，「匯」とは川の集まる場所を意味している。
上で引用した『江南伝教史』のフランス語版はまさにこの地区に置かれて
いた土山湾印書館で出版されており，引用文が示す，〈キリスト教徒が今
なお身をよせる場所〉とは，狭義にはこの徐家匯を指すと考えられる。
実際，19世紀の後半，徐家匯はカトリック布教の根拠地となった。「商
港として開港した後，上海の商工業は町の拡大を伴いながら急速に発展
し，上海のカトリック教区は，極東ばかりか世界全体を見渡しても，数少
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ない最も豊かな教区の一つとなった。徐家匯周辺には，カトリック関連の
建物が密集して建てられ，ほとんど独立した都市を形成していた」
 8）
。こ
う語る『歴史上的徐家匯』はこの地区のカトリック建築群を，以下のよう
に 4つのタイプに分類して紹介している
 9）
。
○　宗教建築群
・　 徐家匯天主堂…聖イグナチウス大聖堂。1847年建設。1906年再建。
・　 耶蘇会住院楼群…1847年建設。極東最大。
・　 大修院…1878年に移転してきた神学校。
・　 小修院…信者の子弟に初級教育を行う神学校。
・　 神学院…神学の博士を養成。
・　 聖心修女会…イエズス会に属する女性修道会。イエズス会の慈善活
動を助ける。
○　教育建築群
・　 徐匯公学…1850年設立の聖イグナチウス学寮。中国本土最初の新式
高校。
・　 徐匯公学小教堂…聖イグナチウス学寮の礼拝堂。清の初期に徐光啓
一族によって建設され，19世紀に再建。上海最古の教会の一つ。
・　 徐匯師範…1920年設立の師範学校。中国最初の師範学校の一つ。
・　 崇徳女中…1867年設立の女学校。後の徐匯女中。上海フランス租界
における名門校の一つ。
・　 啓明女中…1904年設立の女学校。
・　 聖誕女中…1923年設立の女学校。
・　 類思小学…1914年設立の聖ルイ小学校。
・　 震旦大学…1903年設立。世界で最も著名なイエズス会の大学の一つ。
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○　科学的・文化的建築群
・　 蔵書楼…1847年設立の図書館。中国で最初に近代的蔵書設備を採用。
・　 気象台…1873年設置。中国や極東の気象観測の中心だった。
・　 天文台…1926年10月に世界天文協会によって設置。地球の経度を測
る，世界 3基本点の一つ。
・　 博物院…1867年設立。長江流域の動植物標本を収集する，中国最初
の博物館。
・　 聖教雑誌社…1912年設立。中国最大のカトリック向け雑誌を発行。
・　 聖心報社…1887年設立。最初のカトリック向け中国語新聞の一つを
発行。
・　 土山湾印書館…中国語や西洋語の出版物を発行する，カトリック出
版社。
○　慈善事業建築群
・　 土山湾育嬰堂…1864年に徐家匯へ移転。多くの孤児を収容した孤児
院。
・　 土山湾孤児工芸院…孤児たちが教会ステンドグラス，レース飾り，
刺繍，絵画などの工芸を学び，制作する工房からなる。ここから巣
立った有名な芸術家もいる。
・　 聖母院…1869年に徐家匯へ移転した修道院。
このうち，文化・慈善活動の拠点となった土山湾については，次のよう
な評価がある。「（…）土山湾は今日の学者たちによって，上海におけるラ
テン文化の発祥地とみなされている。このことはフランス人宣教師たちが
とても賢明だったことを示している。なぜなら，彼らは文化活動に集中し
たのだから」
 10）
。また，土山湾印書館については，「（…）清朝末期から中
華民国初期にかけて，約53万種の書籍を出版した。そのほとんどが宗教書
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であったが，多くの科学的・学術的著作もあった（…）」。それゆえ，そこ
は「近代中国における印刷出版業の発祥地」
 11）
であった。このように，19
世紀から20世紀前半にかけて，徐家匯はカトリックの布教拠点を超えて，
教育・文化・慈善活動を活発に行い，まさに「独立都市」の様相を呈して
いた
 12）
。
徐家匯が発展する契機となったのは，アヘン戦争（1840-1842）の結果と
して1842年に清国とイギリスとの間に南京条約が締結，上海を含む五つの
港が開かれたこと，そして，1844年の対フランス黄埔条約によっては，そ
れらの港におけるフランス人の宗教活動が認められたことであった
 13）
。す
でに1843年には南京司教区の司教がフランス・イエズス会に対し，徐家匯
より内陸に位置する青浦の横塘という地に布教拠点を置くよう求めていた
のだが，フランス人イエズス会士のゴットランド Claude Gottelande（中国
名：南格禄）はこの辺鄙な湿地帯に欧州人は順応できないと考え，南京司
教区を説得し，1847年に当時の上海中心部から10キロ余り離れた徐家匯に
土地を購入，布教本部を置いた
 14）
。
なぜ徐家匯が選ばれたのかについては，先に引用した『江南伝教史』の
〈キリスト教徒は徐光啓の名の下に身をよせている〉という言葉が，この
土地へのカトリックの信仰上の結び付きを端的に表していよう。さらに
は，より現実的な事情として，もともと徐光啓墓の近くに教会があった
ことや，徐光啓以来この地区に教徒が暮らしてきたことが指摘されてい
る
 15）
。
また，カトリック布教にあたってフランスが中心となったのは，政策に
よるものだった。「中国進出でイギリスに大きく水をあけられていたフラ
ンスは，その遅れを取り戻すべくカトリック布教を積極的に後押しした。
他方イギリスの関心は貿易活動にあり，宣教活動には冷淡で，プロテスタ
ント宣教師が内陸部に入ることを歓迎しなかった」
 16）
。実際，徐家匯にお
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いて，耶蘇会総院の歴代院長は初代のゴットランドから1953年まで17人い
るが， 1人のイタリア人を除き他はフランス人である
 17）
。また，蔵書楼の
歴代責任者はやはりゴットランドから1950年までの30人中， 5人の中国人
と 1人のイタリア人を除き，他はフランス人
 18）
，また，孤児院の歴代責任
者は1864年から1953年までの20人中， 3人の中国人と 1人のイタリア人を
除き，他はフランス人であった
 19）
。
Ⅰ-b．中国布教とフランス
そもそもフランスと中国布教の結び付きは，19世紀になって始まった
ことではない。マテオ・リッチが中国への入国を果たした16世紀後半に
は，イエズス会のアジアへの布教活動にはポルトガルの後ろ盾があった
が，冒頭で引用したモンテーニュのように，アジアはまたフランス人の関
心をもかき立てていた。その情報源となったのが，極東に派遣され，カト
リック布教に奮闘するイエズス会士の報告書や書簡であり，新旧両教の対
立を背景に1580年代から1610年にかけて，それらがしばしばフランス語に
翻訳，出版された
 20）
。この点についてはバルサモ氏 Jean Balsamo の詳細
な研究があるが，それによると，スペインとの対立を踏まえ，アメリカ大
陸やフィリピンからの通信が敬遠され，日本や中国からのものが多く紹介
されたという
 21）
。生き生きと日本事情を伝えるルイス・フロイス神父の書
簡はカトリック布教の成功例を示し，宗教戦争で混乱が続くフランスで関
心を集めた。やがて日本での禁教が始まると，その行き詰まりを，中国で
の成功が補った。「（…）中国はフランス王政の鏡として紹介され，その類
似によって，フランスにおけるイエズス会の使命を正当化するものとなっ
た」
 22）
。新教徒のリーダーだったナヴァール王アンリはフランス国王アン
リ 4世（在位1589-1610）として即位し，カトリックに改宗したが，その治
世下で出版されたフランス語初の総括的なイエズス会士書簡集は
 23）
，「無
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理解と対立が何年にもわたってフランスの宗教状況によってかき立てられ
た後，王政とイエズス会の和解を象徴するものであろうとしていた。この
和解は中国という光の下で，そして，フランシスコ・ザビエルの守護の下
で実現できた。中国は《世界で最も文明化した国の一つ》であり，文官た
ちの助言に注意深く耳を傾ける皇帝によって調和よく統治されていた。ザ
ビエルは 1人のスペイン人としてではなく，国王の先祖にいつも忠実だっ
た一族から出た 1人のナヴァール人として称えられ，フランス王政へのイ
エズス会の忠実さを保証するかのようであった。フランス人の好奇心と彼
らの中国についての知識は，こうした選択に基づいて開花した」
 24）
。
やがて，ポルトガルの国力がイギリス・オランダの台頭に伴い徐々に
衰退すると，その隙を突くかのように，フランス国王ルイ14世（在位1643-
1715）は1685年に 6名のフランス人イエズス会士を中国へ派遣している
 25）
。
当時の清王朝（1636-1912）の宮廷においても明王朝（1368-1644）同様に，
宣教師が科学者として重用されることを踏まえて，数学に長じた者が選ば
れ，途中でタイ国王から残留を乞われた 1名を除き， 5名が1688年に首
都北京に到着，康煕帝（在位1661-1722）に謁見した。その結果，ジェルビ
ヨン Jean-François Gerbillon（1654-1707　中国名：張誠），ブーヴェ Joachim 
Bouvet（1656-1730　中国名：白晋）という 2人の宣教師が皇帝の側近く仕
えることになった。彼らは皇帝に数学，天文学，医学などを講義したが，
「（…）西洋科学の研究に熱中した康煕帝は，ついに学僧の不足を感じ，ブー
ヴェ師に命じてフランスから他の学僧を招聘しようと欲した」
 26）
。こうし
て，この宣教師は漢籍49冊をもって1697年にルイ14世のもとへ帰ると，
1699年には10名の宣教師と共に中国へ戻ってきた。「（…）ブーヴェが，康
熙帝へ土産として携えてきたのは，美しく装丁された版画集であった」
 27）
。
このように清朝とイエズス会の関係は良好であって，ついに1692年に清国
内における布教が公許されるに至る。
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しかし，いわゆる「典礼問題」
 28）
を契機として，康煕帝とローマ教皇と
が対立すると，皇帝のキリスト教に対する態度は一変し，1717年には許
可された一部の者を除き，宣教師たちは追放されて，マテオ・リッチ以
来の布教活動は一気に停滞する。その後の雍正帝（在位1723-1735），乾隆
帝（在位1735-1796）時代にも，皇帝たちの西洋文化への関心から全ての宣
教師が追放されたわけではないものの
 29）
，禁教が続き，さらにはイエズス
会自体がヨーロッパで弾圧される事態が発生する。1540年の創立以来発展
してきたイエズス会は，その隆盛ゆえに他の政治・宗教勢力から反感を買
うに至り，ついに教皇クレメンス14世は1773年イエズス会の解散を決定す
る（1814年に復活）。翌年その知らせが北京に届いた時点で，滞在中の宣教
師のうちフランス・イエズス会士は10名だったという
 30）
。その後，北京に
入ったのは，ラザリスト会，パリ外国宣教会という共にフランスに縁の深
い宣教会の他，フランシスコ会などであった
 31）
。このように，17世紀後半
から18世紀にかけても，フランスは中国におけるカトリックの活動に関
わっていた。
Ⅱ．徐光啓とマテオ・リッチ
Ⅱ-a．上海への布教
さて，上海に話を戻し，そこにキリスト教が伝わった経緯をみていきた
い。現在の上海を地図でみると，中心部に円を描くように人民路と中華路
が走っているが，この二つの道路がかつての城壁跡であり，マテオ・リッ
チはその報告書の中で当時の人口を，城壁の内外とその周辺を合わせ，お
よそ30万人と記している
 32）
。また，『坤輿万国全図』を作成した彼らしく，
南京からの距離や緯度も記し，日本の海賊が上海やその周辺を悩ませてい
ること
 33）
，米や綿が豊富に収穫されること，住人は「活発かつ陽気」で「頭
脳は明晰」，学識の高い人や引退した官吏が多く，美しい家に住んでいる
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こと，気候が良いせいか，人々は長生きで，「60歳でもまだ老人とは考え
られていない」
 34）
ことなどを書き添えている。
こうした上海に徐光啓（洗礼名 Paul）は父の喪に服すべく帰省し，1608
年に南京からカッターネオを迎えて，その布教を手伝うことになる。カッ
ターネオはジェノバ近郊に生まれ，文学を 1年，哲学を 3年，神学を 2
年間学び，1593年にマカオに到着していた
 35）
。上海において，「（…）徐の
一族は城内の中心部に立派な邸宅une résidence princièreを所有しており，
そこはこの地方の信仰の発祥地となった。ラザール神父（＝カッターネオ）
は一族全員を改宗させ，間もなく豪華な小教会堂がポール博士の世話で建
てられ，そこは町の上流の中国人たち全てを引き付けた」
 36）
。
徐光啓の生涯については，先に挙げた平川祐弘『マッテオ・リッチ伝』
や岡本さえ『近世中国の比較思想―異文化との邂逅』 37）などから，そのあ
らましを知ることはできよう
 38）
。ここでは，コロンベルの『江南伝教史』
中の徐光啓伝も参照しながら
 39）
，この士大夫と上海との関わりをみていき
たい。1562年に上海に生まれた徐光啓だが，祖先は宋の時代（960-1279）
には河南におり，そこから江南の古都蘇州へ，さらに東へ進んで松江（現
在は上海市の一部）へ，そして上海へ移って来たという
 40）
。（ここで，後にこ
の一族の名を与えられる徐家匯が，移住ルートに沿うように，松江と上海の間に位
置していることに気づく）。コロンベルはバルトリ神父が伝える
 41）
，上海布
教の頃の徐光啓像portraitを引用しているので，ここに訳出してみる。
“ポール博士は神父たちの下に，彼らの教えを受け入れることができ
ると彼が判断した，友人の知識人たち全てを行かせた。彼の生活の
神聖さ sainteté が，彼の従っている信仰の神聖さを十分に物語ってい
た。その徳はあまりに輝かしかったので，異教徒たちも彼を敬愛する
ほどであった。誰もが彼のうちにある二つの徳を称えたが，それらは
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中国ではとても珍しく，主として貴人の中にあるもので，すなわち謙
虚 humilité と純潔 chasteté であった。多くの一族が同様の手本を示し
ていたが，徐一族の周りではどの一族も彼らと肩を並べることはで
きなかった。ポール自身は，最も賞賛すべき思いやり charité を持ち，
誰にでも救いの手を差し伸べ，ある者には良き助言を，ある者には親
切を，貧しき者には施しを与えた。神父の 1人が困っているとわかれ
ば，どこであれポールは助けに駆け付け，事態に応じて，権威を利用
したり，祈ったり，教え諭したりなどした。彼は信仰や信心のあら
ゆる問題について非凡な理解力に恵まれ，信仰の奥義 Mystères de la 
Religion を直感していたようであった。それゆえ，神父たちは，ポー
ルが読んで賛成しなかったら，一冊の宗教書をも決して出版しようと
はしなかったであろう。反論や中傷に遭っても，忍耐の英雄的な手本
を示し，生まれつきそうであるかのように，最も悪意に満ちた敵をも
許すのが常であった。彼はあまりにも大きな熱意を持っていたので，
自らの信仰のために苦難を引き受けたいと思っていた。毎週金曜日に
なると，彼は最も有能な信徒たちを集め，我らが主イエス・キリスト
の生涯，特にその受難を思い，イエスをお手本としてキリスト教徒と
しての生涯を完璧に実践するよう教えたのであった” 42）。
コロンベルはこの肖像をバルトリ神父から引用するにあたり，「きっと
彼は手元にある中国からの書簡より書き写したのだろう」
 43）
と前置きして
いる。そもそも徐光啓は1603年に南京でポルトガル人イエズス会士デ・
ローチャ João de Rocha（1565-1623　中国名：羅如望）から洗礼を受けたと
されるが
 44）
，一方で，岡本さえ氏は徐光啓のキリスト教理解について，「儒
学の枠内で解釈するに留まった」
 45）
とし，次のように指摘している。「徐
光啓は洗礼を受けたと伝えられ，宣教師たちは彼をいつもパウロ（保禄）
ルネサンスと上海
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と呼んで，ヨーロッパ向け報告書の中で布教活動の成果として喧伝した。
けれども徐光啓が書き残した文章の中には，受洗についての記事はもとよ
り，キリスト教入信を示す言葉は何も出て来ない」
 46）
。教義をよく理解し，
入信していたのか。それとも，キリスト教を儒教の延長のように捉えてい
たのか。
しかし，そうした疑問はともかくとして，彼が上海布教に貢献した影響
は小さくなかった。コロンベルは19世紀末に次のように書いている。
この 3年の間，ポールとカッターネオは布教をとても効果的に奨励し
たので，こうした上海のキリスト教徒は今なお中国最多であり，そし
ておそらく過去にもずっとそうだった
 47）
。
具体的な信者数だが，この時期の布教活動で約200名が改宗したとリッ
チは記している
 48）
。その後，カッターネオは同じ江南地方の杭州で布教を
行い，1612年には上海，松江，杭州の 3市を合わせて信者数500名とされ
ている
 49）
。また，史習隽氏によれば，「（…）徐光啓の親族関係を一つの重
要な基盤として，上海は明末清初における天主教の最大の拠点となって
いった」
 50）
という。
一方，すでにリッチを通して西洋学問を学んでいた徐光啓だが，この上
海滞在中にも，この地方にいるイエズス会士から学び続け，農業や水利事
業，暦法，軍事技術などの基礎として，特に数学を重視した
 51）
。彼の政治
家としての主要な目標は，農業と国防を重視した富国強兵であったが，そ
のために注目したのが西洋学問であった
 52）
。
Ⅱ-b．ルネサンスとマテオ・リッチ
では，徐光啓に大きな影響を与えたマテオ・リッチに目を移そう。そも
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そもイエズス会士がアジアに来訪したのは大航海時代ならではのことだ
が，彼らをルネサンス人と呼ぶのに異論はないだろう。リッチもカッター
ネオもイタリア人だったが，この点について，平川祐弘は次のように指摘
している。「シナへきて地方の官吏から，ついで都の国王から重用された
耶蘇会士がまずイタリア人であったという事実はけっして単なる偶然では
ないだろう。ルネサンス文化の源泉の地イタリアの大学で理科をもあわせ
て学んだ彼らこそが当時の世界では第一級の新知識の所有者だったから
である。その知識が力となって彼らは異国でも有用の材たり得たのであ
る」
 53）
。
リッチ自ら，その科学知識の新しさを自覚し，布教活動における効果を
計算していたことが，彼の次の言葉からわかる。
マッテーオ神父がチーナの文人や要人を感心させたことは多いが，そ
のひとつは彼らがかつて聞いたこともないわたしたちの科学の新しさ
であった。というのも，この地の人びとが耳にするのはこれが最初
だったからである。たとえば，地球が円いということがそうだ
 54）
。
宣教師たちはこうした新知識で中国人の好奇心を刺激し，次に時計や
ハープシコードといった西洋の文物と合わせてキリスト像を示し，そこか
ら救世主の話を始める，といった作戦を採った
 55）
。
このため，様々な科学書を漢訳したリッチだったけれども，彼が中国で
最初に執筆したのは，哲学的な書『交友論』（1595年）であった。これにつ
いて，リッチ自身その書簡の中で「（…）シナ語の文章を書く練習の目的
で，漢文で『友情』についていくつかの文章を，西洋の良書から選んで書
いてみました」
 56）
といっているが，平川祐弘はこの書とモンテーニュとの
興味深い比較を行っている
 57）
。というのも，モンテーニュもまた『エセー』
ルネサンスと上海
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において 1巻28章「友情について」«De l’Amitié» を書き，亡き親友ラ・ボ
エシ Étienne de La Boétie（1530-1563）との友情を語っているからだ。『エ
セー』の最終版（生前の1588年版に加筆訂正を加えた遺稿を友人たちが出版した
もの）が刊行されたのはリッチの『交友論』執筆と同じ1595年であり，ま
た，『交友論』冒頭の部分がモンテーニュと酷似しているのも，平川の指
摘通りである。リッチでは，
一，吾が友は他に非ず，即ち我の半，即ち第二の我なり，故に当に友
を視ること己の如くなすべし。
二，友と我と二身有りと雖も，二身の内その心は一なるのみ
 58）
。
一方，モンテーニュでは，親友を亡くした後の自分について，
すでに私は至る所で第二の彼であるように，あまりにもふさわしく作
られ，あまりにも慣れていたので，もはや半分でしか存在していない
ような気がする
 59）
。
あるいは，
（…）アリストテレスのとても的確な定義によれば，友人の結びつき
とは二つの肉体における一つの魂に過ぎないのだから，彼らが何かを
互いに貸し合ったり，与え合ったりすることはあり得ない
 60）
。
モンテーニュ自身も書いている通り，これらの表現の源泉にはアリスト
テレスの『ニコマコス倫理学』があるので，そこから引用すると，
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（…）友とは―「第二の自己」であるから―自分の力をもってし
ては到達できないところのものを提供してくれるはずのものであろ
う
 61）
。
また，ディオゲネス・ラエルティオス『ギリシア哲学者列伝』の「アリ
ストテレス」中にも，次の句がある。
友人とは何かと問われたときには，「二つの身体に宿る一つの魂だ」
と彼（＝アリストテレス）は答えた
 62）
。
平川祐弘は，「（…）南昌にいたリッチも，ボルドーの近くにいたモンテー
ニュと同じく，アリストテレスの定義を思い出したのであろうか」
 63）
と書
いている。ユーラシア大陸を挟んで， 2人のルネサンス人がみせた不思議
な一致であった。実際，リッチは哲学の知識も豊富であったはずで，彼の
受けた教育に関してアンリ・ベルナール Henri Bernard は，「（…）ローマ
大学で哲学の研究を完全にやったけれども，神学の過程を成就したのは，
ゴアに来てからのことにすぎなかった」とし，かつローマ大学 collegio 
romano においては論理学，自然哲学，形而上学が重視されたことを指摘
している
 64）
。
この一方で，リッチとモンテーニュの類似を偶然としない見方もあり，
関根秀雄はその訳書『随想録』中の 1巻28章に注を付け，『交友論』では
アリストテレスと共にモンテーニュが「援用されている」
 65）
とし，リッチ
が『エセー』を知っていたかのようにみている。関根はその根拠を示して
いないのだが，その可能性を考えるのは興味深いだろう。リッチは1577年
にローマを離れ，ポルトガルでポルトガル語を学び，1578年にはリスボン
を出発，同年インドのゴアに着いた
 66）
。その後，1582年にマカオに赴いて
ルネサンスと上海
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からは，二度と中国を離れることはなかった。一方，『エセー』の初版が
出版されたのは1580年であり，その中にすでに「友情について」は見られ
るが，それをリッチが「援用」するためには，何らかの形で
4 4 4 4 4 4
，『エセー』
がインド以東に伝わっていなければならない。その可能性はあったであろ
うか
 67）
。
『交友論』の評判については，リッチ自身が語っている。
この本は現在もなおこの王国のあらゆる人びとを驚嘆させる作品と
なった。（…）たびたび版を重ね，あらゆる文人の絶賛するところと
なった。そして間もなくきわめて重要な刊本にも引用されるように
なった。これは神父がチーナにおいてチーナの言葉で書いた最初の書
物だったが，そのおかげで神父は多くの友人を得て，多くの要人とも
知り合いになった
 68）
。
このように文化交流を通して中国社会に溶け込んでいく姿勢について，
バルサモ氏は次のように指摘している。「中国へのイエズス会士たちの定
住は征服の結果ではなく，いかなる軽視からも解き放たれ，世界に向けて
心を開いたこと une ouverture au mondeの賜物であり，ルネサンス時代に
こうした例は他になかった」
 69）
。
さて，再び徐光啓に目を移せば，そもそも彼はリッチの作った，中国初
といわれる世界地図を目にして感銘を受け，1600年に南京に滞在していた
この宣教師を訪ねてキリスト教の教義を聞いたという
 70）
。1604年に42歳で
科挙に合格，進士となって北京へ移って後は，上海へ戻る1607年まで， 2
人は親しく交際した。コロンベルは次のように書いている。
この 3年間，ポール徐はリッチ神父と頻繁に交わった。この歳月は彼
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らが一緒に過ごした唯一のものであった。ポールはまだ高級官庁の
下級官吏に過ぎず，彼の権限は大きくなかったが，しかし，力の及
ぶ限りリッチ神父を助け，神父の方では，彼のうちに神の恵み dons 
de Dieu を認め，そのためにその魂を開こうと全霊を傾けた。まる一
年間，毎日決まってポールは神父の講義を受けに来て，それを中国語
で書き留めた。ポールはその仕事に，科挙に合格して北京に在住して
いた文官たちをも加わらせたが，彼らのうちにポールは真実への愛
l’amour de la vérité と徳への希求 le désir de la vertu を認めていたので
ある。彼らの中には（…）馮応京，李之藻，李天経や，さらに私たち
にはもうわからない他の多くの者たちがいた。リッチがポールに授け
たこうした講義から生まれたのが，ユークリッドの『幾何学原論』や
クラヴィウスの『実用算数概論』，『天球論』，『アストロラーベ』の翻
訳や世界地図などであり，それらをポールやレオン（＝李之藻），ある
いは学識あるこれらキリスト教徒たち ces Docteurs chrétiens の誰か
他の者が発表したのであった。しかし，こうした全てのことよりも
ずっと多く，神父は彼らに信仰を教えた。彼は彼らのために，今なお
キリスト教徒たちが手にする書物を生み出し，それらを彼らと共に書
き上げた。彼の神性論である『天主実義』は，表現の模範にして形而
上学の傑作であると言われたが，その中でリッチ神父は神の存在や魂
の不滅，人間の自由を証明し，異教や無信仰によって倒錯した理屈を
全て打ち砕いている。この書物やその他，リッチ神父が北京で刊行し
たものは，彼がこれらの偉大な魂に与えた堅固な糧はどのようなもの
だったのかを，我々に十分教えてくれる
 71）
。
このように，リッチは徐光啓をはじめとした高官たちに，自然科学を，
それにもましてキリスト教を伝えたとされる。この間，官吏としての徐光
ルネサンスと上海
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啓は，国防強化や農業振興，財政の見直しに関する建言を行っている
 72）
。
その後，先にみたように，父の喪に服すべく上海へ帰郷し，そこにキリス
ト教を伝えることになる。さらには，リッチの教えを生かしつつ，政治家
として，科学者として活躍して行く。リッチと共にユークリッド幾何学の
前半を共訳，1607年に『幾何原本』として刊行したのは引用文中の通り
である。その後，西洋の天文学を活用して中国の暦法を修正し，李之藻ら
と共に『崇禎暦書』（1634年刊）を編纂，また，中国の伝統的農学に西洋学
問を取り入れた『農政全書』（1639年刊）を著し，さらには，西洋式の大砲
を投入して，台頭しつつあった満州族の侵攻を食い止めようとまでしてい
る
 73）
。ルネサンスの成果はリッチを介して，確かに徐光啓に伝わったので
あろう。
お わ り に
さて，ここまで19世紀から16世紀へとさかのぼる形で，ルネサンスと上
海の関係をみてきた。時間軸に沿ってまとめれば，大航海と宗教改革の時
代，イエズス会士マテオ・リッチが布教を志して中国へ来訪，キリスト教
と共に自然科学を中心とした西洋学問を伝えた。それらを積極的に学んだ
1人に徐光啓がおり，故郷の上海にキリスト教を伝えるのに尽力し，中国
に西洋学問を導入するのにも貢献した。その後，18世紀からは禁教時代に
入るも，その科学知識ゆえに重用された一部の宣教師たちは北京に残るこ
とを許され，19世紀に清国が開国を余儀なくされると，フランス人イエズ
ス会士たちが徐光啓ゆかりの徐家匯を拠点にカトリック布教を再開した。
こうして，上海は発展を遂げるわけだが，この19世紀以降の「発展」を
中国側から見ると，どうなるであろうか。そこには租界の設置を伴う「植
民地化」という側面もあったことを，忘れてはならないだろう。対フラン
ス黄埔条約は，上海における宗教活動と共に，治外法権をも認める不平等
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条約であった。
もう一つ付け加えておきたいのは，上海では今日でも，徐光啓が称えら
れていることだ。地名が残り，墓は記念館の併設された「光啓公園」とな
り，市の中心部の小南門付近に旧居「九間楼」が保存され，その近くには
彼の名を冠した「光啓路」も通っている。また，徐光啓の血を引く人々の
中には，孫文夫人の宋慶齢や蒋介石夫人の宋美齢，いわゆる「宋家の三姉
妹」がいる
 74）
。
最後に，モンテーニュで始めたこの論稿を，また彼の言葉で締めくくろ
うと思う。
（…）（中国の）歴史は，古代人も我々も思いつかないほど，世界がい
かに広大で，いかに多様であるかを私に教えてくれる
 75）
。
＊ この研究のための，特に上海における調査や資料収集にあたっては，陸樹芳
氏（日本女子大学非常勤講師）の協力が欠かせなかったことを付記しておく。
注
 1） «Nous nous escrions, du miracle de l’invention de nostre artillerie, de nostre 
impression : d’autres hommes, un autre bout du monde à la Chine, en jouyssoit 
mille ans auparavant» (PL. p. 952).『エセー』からの引用は，特に断らない
限り，次の新プレイヤッド版によるものとし，ページ数を（PL. p. XX）の
ように表記する。Michel de Montaigne, Les Essais, édition établie par Jean 
Balsamo, Michel Magnien et Catherine Magnien-Simonin, «Bibliothèque de la 
Pléiade», Paris, Gallimard, 2007.『エセー』から引用する際，本文では訳文を
掲げ，注に原文を載せる。訳は拙訳であるが，訳出に当たっては以下の現
代仏語訳および邦訳を参考にさせて頂いた。Essais, adaptation et traduction 
en français moderne, par André Lanly, 3 vol., Paris, Champion, 1989 ; 関根秀雄
訳『随想録』（全訳縮刷版），白水社，1995年；原二郎訳『エセー』（岩波文
庫，全 6巻）岩波書店，1965-1967年；荒木昭太郎訳『エセー』（中公クラ
シックス，全 3巻）中央公論新社，2002-2003年；宮下志朗訳『エセー』（全
ルネサンスと上海
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7 巻）白水社，2005-2016年 .
 2） Jean Balsamo «Les premières relations des missions de la Chine et leur 
réception française (1556-1608)» (Nouvelle Revue du Seizième Siècle, No16/1, 
1998, pp. 155-184) p. 156.
 3） この書物は，1585年にローマでスペイン語版 Historia de las cosas mas 
notales, ritos y costumbres del gran reyno de la China が出版，1588年にパリで
仏訳が刊行された。『エセー』中メンドーサからの借用と思われる個所は，
以下の 4か所： 2巻 3章（PL. p. 380），2巻29章（PL. p. 743），3巻 6章（PL. 
p. 952）， 3巻13章（PL. p. 1118）。メンドーサのフランスにおける受容につ
いては，Balsamo, op.cit., pp. 176-180を参照。モンテーニュの中国への言及
については，関根秀雄『モンテーニュ逍遥』白水社，1980年，25-28頁も参照。
 4） 平川祐弘『マッテオ・リッチ伝』（東洋文庫，全 3巻）平凡社，1969-
1997年， 3巻，「マッテオ・リッチ年表」255-260頁を参照。
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